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令和5年度第2回
福知山市上下水道事業経営審議会

～福知山市下水道ビジョンの中間検証について～

令和5年9月13日

福知山市上下水道部下水道課

資料３
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ＤＸ推進（スマートシティ福知山推進計画）

コロナ禍

脱炭素（福知山市地球温暖化対策実行計画）

中間検証の趣旨

社会情勢や関連計画等の状況

R1   R2 （計画前期） R5 R6   （計画後期） R10

R2.7～ 福知山市下水道ビジョン
※基本方針： 「快適な暮らしを届ける下水道」「強靭で安定した下水道」「次世代に繋ぐ効率的な下水道」

改
定

R4.3～ まちづくり構想福知山
※産業基盤整備政策：施設の計画的整備による耐震化推進等

R5.3策定～ 京都府水環境構想2022

①下水道法改正
（H27.5)

汚泥の燃料化、肥料
化の努力義務等

②浄化槽法改正
（R1.6）

合併処理浄化槽の促
進等に係る制度創設

検
証

物価高騰

R5.11改定予定～
下水道事業経営戦略

整合

はじめに

福知山市下水道ビジョンは、令和2年7月に制定されました。それ以降、下水道事業経営戦略で示された3つの基本方
針、「安心・安全で快適な暮らしを届ける」（快適）、「強靭で安定した上下水道を構築する」（強靭）、「健全な経
営を維持する」（維持）を基に各方策を推進してきました。
方策の推進は、計画性を持って取組み、客観的にその達成状況を把握・評価し、目標達成につなげるため、中間期に

おけるフォローアップを行うこととしています。
今回の中間検証においては、本ビジョンの基本方針・方向性に従い進捗等を検証し、計画後期の方策推進につなげて

いきたいと考えています。

Ｈ28.3～ 未来創造 福知山

H28.3～ 京都府水洗化総合計画2015
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快適 （快適な暮らしを届ける下水道）

現状評価と課題－Ⅰ（実現方策について）

実現方策 目標項目 後期取組の方向性

適正な手法による再整備

今後も継続して実施

・浄化槽整備計画の策定
・浄化槽整備計画を含む循環型社会形成推進
  計画を整備済 A 今後も継続して実施

汚水処理システムの
最適化

施設統廃合、広域化、共同化の検討

ストックマネジメン
ト計画に基づく改築
更新

管路施設
ストックマネジメント計画(修繕、改
築計画)に基づいた管路施設の改築

・修繕、改築の実施【中部、河東系統他】
・次期計画の策定

・中部、河東系統ほかで診断を実施
  21,377m/13,679m（診断実施率156%）
・中部、河東系統ほかで管更生工事を実施
　491m/889m（改築進捗率55％）
・西部系統ほかでマンホール鉄蓋更新工事を
  実施  1,960個/3,110個 (改築進捗率63%)

A 今後も継続して実施

処理場、ポンプ場
ストックマネジメント計画(修繕・改
築計画)に基づいた処理場、ポンプ場
の改築

・修繕、改築の実施【機械、電気設備】
・次期計画の策定

・各施設で機器の計画更新を実施
　（改築進捗率14.2％）
・計画した機器更新を継続実施

B 今後も継続して実施

・新技術導入等による汚水処理システム
　の見直し

・農集排施設 維持管理適正化計画の策定の
  手引きを参考に、見直しの方向性を検討
・適正化計画策定に関する年次計画や予算要
  望の計画立案

B

・施設統廃合、広域化・共同化の可能性
　の検討

・Ｒ３から上下水道部汚水処理システム適正
  化ＰＴの取り組みを実施（4回）
・Ｒ３に京都府汚泥処理広域化・共同化全体
  会議を実施（3回）
・京都府水洗化総合計画2022（仮称）策定に
  係る会議に参加（R5.2月）

B 必要に応じて事業実施

最適な汚水処理手法の検討

雨水施設
ストックマネジメント計画(修繕、改
築計画)に基づいた施設の改築

・調査およびストックマネジメント計画
　の策定

・施設台帳データの補完調査を実施
　（全体計画区域1,938haを実施）
・全体延長45,016mのうちマッピング
　データの不明区間を20,027m調査実施

A 今後も継続して実施

水洗化の普及促進の
検討

水洗化の促進 ・未水洗化世帯への個別訪問、説明会

・個別訪問を実施
　　Ｒ２：夜久野地域　166件/231件
　　Ｒ３：大江地域　   91件/375件
　　Ｒ４：三和地域　　299件/373件

A 今後も継続して実施

不明水対策 福知山処理区の不明水の削減
・テレビカメラ調査の実施【河東系統他区】
・修繕、改築による発生源対策

・河東系統、長田野系統、中部系統、西部系統で
　本管テレビカメラ調査を実施
　（調査実施延長　L=16,844m）
・音波調査、送煙調査を実施
・管路施設等の対策工事
  （管路工事29m,取付管工事16か所）

C

広報活動の強化による理解の促進
・上下水道だよりの継続 、市ＨＰでの
　情報発信、マンホールカードの作成

・上下水道だよりの発刊を実施　(年3回） A 今後も継続して実施

合併処理浄化槽の設置整備および維
持管理事業

№

②

①

③

④

⑤

⑥

⑧

⑦

⑨

前期目標
（Ｒ２～Ｒ６）

進捗状況（Ｒ４年度末） 評価
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強靭 （強靭で安定した下水道）

前期目標
（Ｒ２～Ｒ６）

進捗状況（Ｒ４年度末） 評価

・早期の機能回復に必要不可欠な施設の
　洗い出し

・Ｒ２年度に日水コンと協定を締結
・Ｒ４年度に下水道事業団と災害協定を締結

№

①

②

③

④

⑤

⑥
その他の管路および処理場、ポンプ
場の改築と併せた耐震化

・随時、点検・検討および耐震化工事の
　実施

・各施設の耐震診断を実施
　（処理場：　18施設/18施設　100％）
　（ポンプ場：13施設/13施設　100％）
・各施設の耐震工事を実施
　（処理場：　 0施設/0施設 　　0％）
　（ポンプ場： 2施設/4施設　  50％）

今後も継続して実施

地震対策

重要な幹線等の耐震化 ・耐震診断、耐震化工事の実施

・河東系統、長田野系統ほか管路施設耐震
   診断を実施
   19.02km/19.02km
　（診断進捗率　100%）
・Ｒ４から耐震化対象延長の工事実施
    0.0㎞/1.04㎞
　（改築進捗率  0％）

今後も継続して実施B

早期の機能回復対策の検
討を開始

ソフト対策の取組み

ソフト対策の実施
・排水ポンプ車の点検、維持管理
・土のうステーションの維持管理
・雨水貯留施設の点検、維持管理
・各戸貯留施設の設置促進

・排水ポンプ車
  （操作点検2回/年、排水点検2回/年
　日常点検48回/年）
・土のうステーション
  （出水期前点検、適宜土のう補充を実施）
・雨水貯留施設
  （出水期前点検、出水状況により適宜点検
  を実施）
・各戸貯留施設の設置促進
  （Ｒ２：13基、Ｒ３：7基、Ｒ４：4基）

今後も継続して実施

必要に応じて対策を実施

今後も継続して実施

浸水対策（再度災害
の防止）

事業実施地区の対策検討
・効果の検証、対策の検討〔土師、法川、
  弘法川排水区〕

・土師地区での追加対策を実施
　※土師、法川、弘法川排水区は効果発現
・土師地区の浸水箇所について更なる解消
　計画を検討

A

A

B

浸水対策事業未実施地区への取組み
・シミュレーション等による検証と計画
　策定および対策の実施

・長田野第１排水区の詳細設計を実施
  （全体延長1,142m）
・下六人部地区の浸水対策について、下水
　道課、農政課、道路河川課の3課で横断
　的に計画を協議
・六呂川排水区の対策を実施
　（府道横断部17.18mのボックスカルバ
　　ート工事を実施）

B

想定以上の浸水被害に対する下水道
施設への取組み

B

実現方策 目標項目 後期取組の方向性
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強靭 （強靭で安定した下水道）

地震対策

福知山終末処理場の処理機能確保の
ための施設耐震化工事

・福知山終末処理場の管理棟の耐震化 ・Ｒ４に耐震診断を実施 B
福知山終末処理場の地下
管廊の耐震化検討

実現方策 目標項目 後期取組の方向性

マンホールトイレの整備 A

B

A

A

A

被災時の消毒機材の確保
・消毒資機材等の調達方法の確立
・消毒資機材等の備蓄

和久市ポンプ場の送水機能確保のた
めの耐震化工事

・ポンプ井/管理棟の耐震化
・Ｒ２に耐震診断を実施
・Ｒ３及び４に耐震化工事を実施

B ―

・消毒資機材の調達、確保を実施
・通常使用する消毒資機材を含め、緊急時対
　応の資材確保を実施

今後も継続して実施

・マンホールトイレ設置計画の検討、設
　置工事

・福知山処理区の広域避難所に設置するマン
　ホールトイレ設計業務を実施
 （詳細設計：6施設/6施設　100％）
 （下部工事：2施設/4施設　 50％）

今後も継続して実施

被災時の処理機能確保のための施設
耐震化工事

・バイパス水路継手部等の耐震化工事の
　検討、簡易処理施設等の設置の検討

・隣接施設の耐震性を確認
・福知山終末処理場内の関連施設の耐震診断
　を実施

バイパス水路継手部等の
耐震化工事、簡易処理施
設等の設置

訓練の実施によるＢＣＰの点検・改
善

・ＢＣＰ訓練の実施
・防災訓練、出水期前施設点検と連
  携した取組みを実施

訓練結果に基づくＢＣＰ
の改善

下水道ＢＣＰ（業務
継続計画）の改訂

下水道ＢＣＰのブラッシュアップ ・ＢＣＰの改定 ・ＢＣＰ改定を実施　（R3.5.31改定）
改訂版ＢＣＰによる運用
の実施

№

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

前期目標
（Ｒ２～Ｒ６）

進捗状況（Ｒ４年度末） 評価
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持続 （次世代に繋ぐ効率的な下水道）

実現方策 目標項目 後期取組の方向性

必要に応じて事業実施

広域化・共同化の検
討

・クラウドサーバー導入の可能性検討 ・導入に向けた庁内調整を実施 C 必要に応じて事業実施

今後も継続して実施

前期目標
（Ｒ２～Ｒ６）

進捗状況（Ｒ４年度末） 評価

マンホール位置識別技術の導入検討 ・ＩＣタグ付きマンホール蓋の導入検討 ・必要性を検討中 C 必要に応じて事業実施

・汚泥有効利用施設の建設

・Ｒ２に下水道事業団との協定締結、基本設
　計を実施
・Ｒ３に建設工事受注者の決定
・Ｒ４に詳細設計完了

B 今後も継続して実施

災害対応の広域化・共同化の検討
（ソフト）

・広域ブロックによる連携の可能性検討

・Ｒ３から上下水道部汚水処理システム適正
　化ＰＴの取り組みを実施（4回）
・Ｒ３に京都府汚泥処理広域化・共同化全体
　会議を実施（3回）
・京都府水洗化総合計画2022（仮称）策定
　に係る会議に参加（R5.2月）

B
ＢＣＰ反映
防災訓練の共同実施

汚泥の有効利用（ハード）

クラウドサーバの導入検討

施設の統廃合

行積長尾地区と下豊西部地区の公共
下水道への統合

・行積長尾地区と下豊西部地区の公共下
　水道への統合完了

・Ｒ３に下豊西部地区の統合整備が完了し、
　Ｒ４から公共下水道に統合
・Ｒ４に行積長尾地区の統合整備工事を実施

―

他の地区について統廃合の検討

農業集落排水施設の公共下水道への
統合（ハード）

・下豊西部地区の統合
・行積長尾地区の統合

・Ｒ３に下豊西部地区の統合整備が完了し、
　Ｒ４から公共下水道に統合
・Ｒ４に行積長尾地区の統合整備工事を実施

A 施設の維持管理

・他地区の統廃合の事業化の検討
・必要に応じて事業実施

・Ｒ３から上下水道部汚水処理システム適正
　化ＰＴの取り組みを実施
・農集排施設 維持管理適正化計画の策定の
　手引きを参考に、見直しの方向性を検討

B

ＩＣＴの活用

ＧＰＳ機能付きタブレット端末を用
いた現地調査の効率化

・ＧＰＳ機能付きタブレット導入の可能
　性検討

・導入に向けた庁内調整を実施 C

A

④

⑥

⑦

⑧

№

②

①

③

⑤
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持続 （次世代に繋ぐ効率的な下水道）

実現方策 目標項目 後期取組の方向性

施設のダウンサイジ
ングの検討

処理場およびポンプ場のダウンサイ
ジングの検討

・ダウンサイジングの可能性検討 ・不明水調査と連携し実施 C 必要に応じて事業実施

不明水による流入量の増加を視野に
入れた施設規模の検討

・適正な施設規模の検討 ・不明水調査を実施 C 必要に応じて事業実施

⑨

⑩

前期目標
（Ｒ２～Ｒ６）

進捗状況（Ｒ４年度末） 評価

環境への配慮

再生可能エネルギー活用の検討
・汚泥有効利用施設の建設、その他再生
　可能エネルギーの活用の検討

・下水汚泥の固形燃料化施設建設（汚泥有効
  利用施設）の取組みを実施
・汚泥有効利用事業において温室効果ガスを
　68％削減予定

今後も継続して実施

ＰＰＰ/ＰＦＩ等の促
進

包括的民間委託導入による事業運営
体制の強化

・包括的民間委託の事前検討、導入可能
　性調査

・汚泥有効利用施設の運営にかかる要求水準
　を決定
・安定的な施設の維持管理性を考慮した設備
　配置や運用を検討

機器の運転管理等の工夫による省エ
ネルギー

・運転管理等の工夫検討、実施
・運転管理等の工夫を継続
・処理場への流入量を常時監視し、安定した
　水量調整を実施

今後も継続して実施

⑪

⑬

⑫

省エネ機器の導入
（規模の適正化）

・設備更新に併せた省エネ機器の導入
・設備更新に併せて省エネ機器の導入を実施
・ポンプ更新時には、省エネ機器である高効
　率モータを採用

今後も継続して実施

B 今後も継続して実施

B

B

安定した下水道経営

経営戦略を考慮したストックマネジ
メントの実施

・ストックマネジメントによる効率的な
　点検、調査および修繕、改築の実施

・点検調査/修繕改築を実施
・管口カメラ点検　Ｒ３～７の５ヶ年
　（300か所/695か所　43％）
・効率的な点検や改築計画などを整理できる
　よう、下水道施設台帳システムの再構築を
　検討

今後も継続して実施

安定経営のための経営戦略の策定

B

C

⑭

⑮

⑯

⑰

・経営戦略に基づく事業運営 ・Ｒ２に策定済
経営戦略の中間見直し及
び継続した事業運営

下水道システムの適正化
・下水道システムの適正化に向けた各種
　事業の導入検討

・適正化に向けた機器の更新及びデータ収集
　を実施
・農集排施設の維持管理適正化計画の策定に
　向けた予算化の計画立案

必要に応じて事業実施

B

B

№
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現状評価と課題ーⅠ（実現方策について）

A B C D
順調 概ね順調 遅れている 達成困難

5 3 1 0
快適

A B C D
順調 概ね順調 遅れている 達成困難

6 7 0 0
強靭

A B C D
順調 概ね順調 遅れている 達成困難

2 9 6 0
継続

要因（課題） 対策

快適 ⑥
不明水（雨天時浸入水）対策
福知山処理区の不明水の削減

　雨天時浸入水の浸入部位は、宅内ます等の排水設備から下水道管
や公共桝などの管路施設まで様々であり、その原因もクラック、破
損、継手のゆるみ等多岐にわたることから、原因の特定が難しい。

　流量測定等によるスクリーニング調査を行い、発生源の絞り込み
を行う。その後、発生原因区域にテレビカメラ調査を実施して、管
路施設等の改築、修繕を行い、さらに現地調査後、排水設備の所有
者に設備の改築、修繕等を依頼していく。これに併せてストックマ
ネジメント計画による管更生、鉄蓋更新など直接浸入水対策と総合
的に行う。

①
②
③

ＩＣＴの活用

◆管路と処理施設を組み合わせた施設台帳システムが構築されて
　いないため、集中管理ができる環境が整備できていない。
◆一部の更新情報やストックマネジメント計画の情報が反映され
　ていない。

◆市場調査や発行が予定されている台帳管理に関するガイドライン
　を参考にして、集中管理が可能な施設台帳システム構築を検討す
　る。
◆施設台帳システムのグラウド化も視野に入れて、現地調査の効
　率化を図る。

⑨
⑩

施設のダウンサイジングの検
討

　市内全域に点在するマンホールポンプやポンプ場への不明水の影
響が確認ができない。

　不明水調査状況や対策の情報共有を行い、ダウンサイジングの検
討を行っていく。

⑮
安定した下水道経営
経営戦略を考慮したストック
マネジメントの実施

　下水道管渠約560km、マンホール約21,000か所の施設があるが、
今後は施設の老朽化が進行し、改築費用の増大が見込まれている。
膨大なストック量であるため点検、調査方法の体系整理に時間要し
ている。

　計画的な点検、調査及び修繕、改築を実施することで施設管理を
最適化、平準化するマネジメントサイクルを策定していく。

遅れのある方策

持続
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■接続（水洗化）率

■接続（水洗化）人口

■耐震補強工事率（汚水中継ポンプ場）■有収水量率

【評価】 計画的に耐震化を図っており令和５年度目標（75％）

に達成する見込みである。

【課題】 自然災害の場面にあっても必要最低限施設の稼働

が可能となるように基幹施設の強化の継続が必要。

【評価】 人口減少は年々進んでいるが、接続人口との大きな乖離はない。

【課題】 人口減少は今後も継続することが予想されることから、ダウンサイジング等適正な施設規

模の整備検討をすることが必要。

【評価】 人口減少は年々進んでいるが、水洗化啓発等により

水洗化率は微増している。

【課題】 今後も水洗化率の向上を目指して、啓発活動を継

続していくことが必要。

施設の稼働状況が収益につながっているかを確認する指標 地震被害に対する基幹施設の安全性・信頼性を表す指標

【評価】 雨天時の不明水浸入の影響はあるものの有収水

量率は上昇傾向にある。

【課題】 下水道施設の更新と耐震化を進めながら、きめ細

かな不明水対策を実施していくことが必要。

整備済人口のうち、下水道の管きょに接続している人口の割
合を表す指標

現状評価と課題－Ⅱ（業務指標等について）

【評価】 年度毎にバラツキはあるが、概ね計画に基づいた事業を実施している。

【課題】 経営状況とのバランスを図りながら、計画的に施設の更新や耐震化等を継続していくこ

とが必要。

■建設改良費 ※築造事務費除く

3,122 
3,544 

2,370 
2,822 

3,119 
3,532 

3,268 

1,872 
1,503 

2,003 1,998 
1,737 

3,106 

2,017 
1,578 

1,834 
1,990 

0
500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

計画（百万円） 実績（百万円） 平準化費用（百万円）

77,743 77,122 76,584 76,037 75,471 
75,197 74,661 74,254 73,775 73,227 

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

85,000

H30 R1 R2 R3 R4
福知山市人口 接続人口

0

46.2

100

0 0

25.0

0

20

40

60

80

100

R2 R3 R4 R5

耐震診断率 耐震補強工事率

R5目標
75.0％

61.99

69.45

65.55
66.41

69.85

58.00
60.00
62.00
64.00
66.00
68.00
70.00
72.00

H30 R1 R2 R3 R4 R5

高いほど良好98.31
98.35

98.44
98.47

98.52

98.2
98.25

98.3
98.35

98.4
98.45

98.5
98.55

H30 R1 R2 R3 R4 R5

高いほど良好

(％)(％) (％)

(百万円)

(人)
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※中間検証の結果による今後の方向性を（案）のとおり整理します。

（案）
◆下水道事業を取り巻く社会状況に対して

下水道、農業集落排水、浄化槽等の汚水処理事業について、効率的で適正な整備や運営管理に向け、市町村が
中長期的に取り組む行動計画について策定された京都府水環境構想2022に基づき、汚水処理事業の持続・成長
や快適な生活環境と水環境の向上及び安心安全の確保（災害対策）を目指して、今後の方策を推進していく。

◆実現方策の進捗状況に対して
概ね順調に進捗が図れており、達成困難で見直しが必要なものや、状況の大きな変化により新たに対応が必要な

な課題は現在のところ無いと考える。先ずは、進捗の遅れている施策について対策を図りながら取り組みを促進さ
せ、全ての方策の実現を目指す。

◆業務指標等の状況に対して
主要な業務指標においては概ね良好な状況となっており、引き続きビジョンに基づいた方策を進め、更なる業務

の健全化を目指す。

現在、下水道課では下水道ビジョンに掲げた施策や目標を実現させるため、進捗管理を行いつつ取
組みを進めている。
また、前年度から課題の整理や進捗状況を確認しつつ下水道ビジョンの中間検証を実施したところ、

その方向性に従い概ね進捗してきていると考えており、つづく後期の事業展開につなげていきたいと
考えている。

まとめ

検証結果と今後の方向性
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